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三野瀬活動組織（環境・生態系保全活動組織）のガンガゼ駆除

　平成22年10月5・6日に三野瀬活動組織のガンガゼ駆除に立ち会いましたので、その様子をお知らせします。
三野瀬活動組織は、海野漁協と三浦漁協の組合員が中心となり、平成21年度から環境・生態系保全活動支援事業の補助を受け、地先の藻場の保全活動を行っています。地先の磯で大量発生している「ガンガゼ」というウニを駆除する活動を中心に、藻場のモニタリングなどを実施しています。
三野瀬活動組織の取り組みの特徴は、地元の海女がその技能を活かしてガンガゼを取るところにあります。昨年は、10日間の駆除活動で4.6tのガンガゼを駆除しました。今年は、10月5日から駆除を開始し、去年よりも回数を増やして取り組みます。
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　　　　　ガンガゼ
刺が細長く、鋭くとがっています。
刺に毒があるとされ、折れやすく

刺さると体内に残りとても痛い。
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海藻の食害生物とされています。

　　　　　　　　
桶にガンガゼを入れる海女さん

ガンガゼの多い所では、5分程度
で桶がいっぱいになります。1桶で
60～70個のガンガゼが入ります。
海女さんは5時間近く潜り続けて
いました、スゴイ！










ガンガゼ退治に出発！


10月5・6日ともに、6名の


海女さんが参加しました。











ガンガゼ捕獲の成果


1日で40カゴ、約800kgのガンガゼを駆除しました。


10,000～12,000個のガンガゼが駆除されたと推測されました。











